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        文部科学省では、毎年全国の公民館の中から、特に事業 

内容・方法などに工夫を凝らし、地域住民の学習活動に大き

く貢献している公民館を優良公民館として表彰しています。 

令和５年度は、全国から６９館が選ばれ、2月９日（金）に文部科学省に

て表彰式が行われ、3 月５日（火）に小島市長へ受賞報告しました。 

大寄公民館では、初めての試みであった大寄小学校と合同開催した「体育

祭」で、地元の無形文化財である「内ケ島万作踊り」を子どもたちと一緒に

踊り、また毎年開催している子ども主役の「あそびの日」では、幼児から高

齢者までが楽しむゲームなど、世代間・地域内の交流を深める取り組みが 

評価されました。日頃より地域の皆さまのご支援・ご協力の 

賜物です。令和６年度も引き続きよろしくお願いします。 

１．施設利用の利用団体調整会議について 

令和 6 年８月～１１月分の施設予約をされる登録団体のかたは、ご出席をお願いいたします。 
                       

と  き ５月８日（水） 午後１時～ 大会議室・工芸室・調理実習室・和室・多目的室 

午後２時～ 体育室 

と こ ろ 大会議室 
  
◆参加される登録団体におかれましては、可能な限り１名で出席くださるようお願いします。 

◆事前にお渡ししました「利用許可申請書」に必要事項を記入のうえ、ご参加願います。 
  

２．令和６年度公民館利用団体登録申請書の配布について 
 

公民館利用団体登録は、毎年更新が必要です。引き続き登録をご希望される団体は、４月１９日

（金）までに（受付時間：平日午前８時３０分～午後５時）手続きをお願いします。 
 
３．令和６年度大寄公民館職員新体制について 
  

今年度は、次の体制で公民館を運営していくこととなりました。皆さまのご支援、ご協力をお願い

いたします。 

館 長 大場 省二
しょうじ

（市民課から）副館長 木村 芳夫       副館長 園部 薫（新任） 

館長補佐  井上 敏之       主事補  髙田真由美（新任）   会計年度  川上 和代 
 
「長い間、お世話になりました」    前館長 新井  進（退職）   前副館長  井田 隆（退任） 

                    前主任 奥泉 好美（環境課へ） 
 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

大寄地区および八基地区内にある名所をめぐる、６．４ｋｍを歩きます。 

ウオーキングの後には抽選会を行います。乞うご期待！！ 

日 時  ５月２６日（日）   （小雨決行） 

午前８時 受付開始／午後０時３０分 解散予定 

集合・解散  大寄公民館 中庭  ※駐車場は北部運動公園をご利用ください。 

コ ー ス   大寄公民館  → 矢島堰  → 諏訪神社 → 旧渋沢邸「中の家」 

尾高惇忠生家 ← 鹿島神社 ← 渋沢栄一記念館 

対象・定員  小学生以上で市内在住のかた 先着１００名   参加費／無料            

持 ち 物  タオル、飲み物、（天候が心配な場合は雨具） 

申 し 込 み  ４月８日（月）～４月３０日（火）受付（定員になり次第終了） 

午前９時～午後５時１５分（土日祝除く） 以下のいずれかの電話でお申し込みください。 

       生涯学習スポーツ振興課 ☎５７２－９５８１ 

       大寄公民館       ☎５７１－０３４１ 

問い合わせ  生涯学習スポーツ振興課 ☎５７２－９５８１ 

◎天候が危ぶまれる場合は、当日午前７時以降に、以下のいずれかの電話でご確認ください。 

  ①０８０－２３０４－５４９２   ②０８０－２３０４－５４９３  ※電話番号は当日のみ有効 

 平安時代から郷土に伝わる行事五節句や源氏物語に関わる花・書・絵の展示会を開催しております。 

普段と一味違う誠之堂・清風亭の建物が一層華やかに美の世界へ 

引き込まれます。地元へ貢献したいという宮脇先生の熱意がたく 

さん詰まった展示会になっています。 

この機会にぜひ、ご来場ください。 

と き  ５月１１日（土）午後 1 時 30 分～３時 30 分 

と こ ろ  花園文化会館アドニス 集会室 

定員/参加料  ６０名／５００円（税込） 

内 容  生演奏で歌謡曲やフォークソングなどみんなで一緒に唄いましょう！  

申込方法  ４月１１日（木）～   電話予約または来館受付 

問い合わせ  花園文化会館アドニス ☎584-6125 

 

＜昨年度の市民ウオーキング＞ 



 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

     

《大寄地区の人口》 令和６年 ３月 １日現在 （ ）は前月比 
 

男性  1,４９１人（ - ６） 合計  3,０１０人（ -１３） 

女性  1,５１９人（ - ７） 世帯  1,２６９  （ - ４） 

 （ - １） 

 ４日（木）自治会長初会議 午後７時～ 大会議室 

１１日（木）自治会大寄支会総会 午後５時～ 大会議室 

１６日（火）文化部初会議 午後７時～ 大会議室 

１８日（木）第１回公民館運営審議会 午後３時～ 大会議室 

      体育部初会議 午後７時～ 大会議室 

２５日（木）第２回自治会長会議 午後７時～ 大会議室 

 

今年も、利用団体や地域の皆さんをはじめ、地元の保育園・福祉施設の皆さんの作品など３００点を

超える出品があり、昨年を上回る３２０人ほどのご来場をいただきました。 

来場者からは、非常に興味深く見学が出来た、子たちの可愛い作品や素直な作品に癒された、本格的な

作品に感動したなど、芸術を感じたひとときになったようです。 

また、３月３日（日）には、清風大寄スポーツウエルネス吹矢のご協力のもと「吹矢体験教室」も行わ

れました。会場準備・片付け、当日の受付等に文化部・自治会役員の皆さんにご協力いただき、ありが

とうござました。 

趣味の作品展 3 月 2日（土）、3 日（日） 

 【使用済小型家電の収集日】  

１０日（第２水曜日） 
【有害ごみの収集日】 

１９日（第３金曜日） 
※５月連休は、通常通り収集 

日 時 4 月 13 日（土）・5月 9 日（木） 

5 月 25 日（土）・6 月8 日（土） 

     午前 9時20分～午後0時30分＊雨天中止  

集 合 尾高惇忠生家（下手計 236） 

定 員 各回 10 人（小学４年生以上）  

参 加 料 1 回 200 円（保険料を含む）＊当日集金 

申し込み 受付中 各開催日の 2 日前までに問い合わせ先へ  

問い合わせ 渋沢栄一記念館 ☎５８７－１１００ 

と き 5 月 18 日(土)、25日(土) 

    6 月  8 日(土)、22 日(土)    

    7 月 13 日(土)、20 日(土)      

午後１時～２時 ※６回参加可能なかた 

ところ 深谷公民館 ２F 和室 

募集人数 6 名  持参頂く物：筆記用具 

講 師 深谷市文化団体連合会 伊東雅瑤氏 

申し込み ☎090－5801ー3160  



 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

会
会
長
と
し
て
、
産
業
教
育
の 

振
興
に
尽
く
し
た
。
ま
た
、
経
済 

同
友
会
、
経
済
団
体
連
合
会
、
日 

本
経
営
者
連
合
会
等
の
設
立
に 

参
画
し
、
同
友
会
初
代
代
表
幹 

事
、
昭
和
二
十
三
年
日
経
連
設 

立
か
ら
亡
く
な
る
直
前
ま
で
代 

表
常
任
理
事
を
務
め
た
。 

 

日
本
煉
瓦
製
造
会
社
に
は
、 

昭
和
三
年
十
二
月
二
十
六
日
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取
締
役
。
昭
和
十
六
年
三
月
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日
～
昭
和
四
十
二
年
二
月
七
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専
務
取
締
役
。 

 
昭
和
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十
二
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月
七
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ら
取
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役
会
長
に
。
昭
和
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三
年
五
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十
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亡
く
な
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七
十
三
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。
他
に
秩
父
鉄
道
、
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銀
行
の
各
会
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及
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埼
玉
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人
会
会
長
等
を
歴
任
し
た
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事
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り
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大
寄
村
の
歴
史 

日
本
煉
瓦
製
造
会
社 

 

等
を
歴
任
し
、
昭
和
八
年
、
日

本
煉
瓦
製
造
の
専
務
、
昭
和
十

六
年
に
は
、
兄
恒
平
の
死
去
に

伴
い
、
同
会
長
に
就
任
し
た
。 

昭
和
二
十
九
年
、
八
五
歳
で

亡
く
な
る
。 

 

諸
井
四
郎
は
、
明
治
二
年
一

月
十
五
日
、
本
庄
宿
生
ま
れ
。

諸
井
恒
平
の
実
弟
。
明
治
三
十

三
年
東
京
帝
国
大
学
卒
業
後
、

京
釜
鉄
道
に
入
社
し
、
会
計
課

長
に
就
い
た
。
明
治
三
十
九
年

鉄
道
国
有
化
の
実
施
と
と
も

に
辞
職
し
、
東
亜
製
粉
に
転
じ

常
務
取
締
役
を
経
て
、
社
長
に

就
任
し
た
。
そ
の
後
、
西
武
鉄

道
取
締
役
、
秩
父
鉄
道
取
締
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 （諸
井
四
郎
）シ
リ
ー
ズ-

④
会
長 

 
（諸
井
貫
一
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シ
リ
ー
ズ-
⑤
会
長 

 

諸
井
貫
一
は
、
明
治
二

十
九
年
一
月
十
一
日
、
本

庄
町
生
ま
れ
。
諸
井
恒
平

の
長
男
。
大
正
十
年
東
京

帝
国
大
学
卒
業
後
、
父
の

希
望
と
渋
沢
栄
一
の
勧
め

も
あ
り
、
大
正
十
四
年
に

秩
父
セ
メ
ン
ト
に
入
社
。

そ
の
後
支
配
人
、
常
務
取

締
役
を
経
て
、
昭
和
二
十

三
年
社
長
に
就
任
し
た
。

会
社
経
営
に
つ
い
て
は
合

理
主
義
に
徹
し
、
最
新
の

技
術
と
経
営
方
針
を
取
り

入
れ
た
。
産
業
教
育
振
興

中
央
会
の
理
事
、
評
議
員 

 

＜諸井貫一＞        ＜諸井四郎＞ 


